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1

■他学年・教職員との交流について

藍野大学の魅力・強み
他学年とは、新入生歓迎オリエンテーションやサークル内での交流がある。
また、親しみやすい、相談しやすい教職員がいる。

現状・課題
他学年とは、慣れてきた時期での交流が少なく、授業や実習についての話を
聞く機会が少ない。教職員からのmanabaでの連絡が遅く、内容が若干不親
切であり、ギリギリの対応を迫られる。研究室は、扉が閉まっていて気軽に
行けない。

改善方法
他学年とは、参加型のイベントを増やし、夕食会など平日に実施する。同学
科他学年対象の勉強会を月1回開催をする。内容は、実技系の練習とテー
マを決めて話し合う。また、就職や試験の相談を出来るようにする。インター
ネットを利用して匿名で掲示板に質問を出来るようにする。
できるだけ実習などの予定を早く教えてほしい。1週間前に連絡があることが
あり、予定もあるためできれば1ヶ月前には教えてほしい。
ワクチン接種について、接種日などを詳細に教えてほしい。授業もあるた
め、接種する時間が無い。研究室の扉は、開けておいて気楽に学生が訪ね
られるようにしてほしい。

・教務委員会
・学部長

・実習の予定などについて、1ヶ月前には周知できるように委員会で共有し
ていく。

・ワクチン接種について、保健管理部会と共同して情報が統一できるように
整理していく。

・勉強会の実施について、今後の検討事項としたい。

（以下は懇談会終了後に関連部署で検討した結果内容）
・他学年との参加型イベント（夕食会）の検討について、現行カリキュラムで
他学年と空きコマの合う時間がほぼなく実施は授業時間外になる可能性が
高いが、自治会と連携して他学年と交流のできるイベントを検討する。

・インターネットを利用した匿名の掲示板などの設置について、匿名の場合
は誹謗中傷が生じた際の対応が困難なため、直接教職員に相談をして欲
しい。直接相談を受けた教職員は守秘義務を徹底した上で意見内容を組
織的に検討し、学生にフィードバックを行う。

・研究室の扉を空けておく件について、更衣や個人情報を取り扱う業務を
行っている可能性があるので、常時空けておくことは難しい。要件のある時
は相談可能時間の確認などマナーを守って訪室していただき、教員も学生
からの相談に真摯に応じるようにする。

2

■学習支援の充実について

藍野大学の魅力・強み
教員との距離が近く、質問しやすく、学科によって実力テストが実施されてい
る。

現状・課題
①授業だけでは理解しがたいことがある。
②必修科目が多く、興味のある科目が選択できない。
③自習室が少ない。
④再試験料を支払うためにアルバイト時間を増やしている人がいる。
（その他）食事スペースが少ない。鍵の管理が大変である。臨床工学科の国
試対策教室がない。

改善方法
①②③については、オンデマンドの活用、自習室・実習室の拡充、土日の自
習室開放、復習動画の配信などを行う。また、「集中教室」と「自由度の高い
教室」に分けて、空き教室の情報をmanabaやSlackで配信する。
④については、学習支援の充実・改善することが大切である。

勉強会に行きたくなるためには、学生だけではわかりにくい筋肉の構造など
について、先生にエピソード（臨床経験など）や具体的な内容を話してもらう
とわかりやすい。

・教員
・中央図書館運営委員
会
・教務委員会

・質疑応答も含む勉強会について、対象者に周知しても来てくれない場合
がある。来てくれた学生は良かったですと話してくれるので、ぜひ、他の友
達に勉強会が良かったことを伝えてほしい。

・図書館の自習室は、積極的に利用してほしい。

・オンデマンドの活用は、コロナ禍から実施しているが、メリットやデメリット
がある。デメリットは、皆さんの顔がわからないことが上げられる。授業内容
は、アウトプットして理解していくことが大切である。復習動画の配信につい
て、10～15分くらいの動画作成を委員会で検討していく。

3

■大学広報について（～入学希望者を増やすためには～）

藍野大学の魅力・強み
シンメディカル、豊富な実習時間、教員との距離が近い、試験後の丁寧なサ
ポート、国家試験合格率が高い。

現状・課題
藍野大学は、知名度がなく魅力が伝わっていない。

改善方法
海外医療研修の値段が高いため、国内医療研修にすると値段が抑えられ
る。教員が忙しすぎるので、教員数を増やす。
高校周辺や駅に藍野大学の広告を貼り、地域の自治会との連携や高齢者
対象の健康教室を開催し、学科の特色を出したSNSを発信していく。
中学や高校に出向き、学生や保護者も対象とするオープンキャンパスを実
施する。

・入学試験・学生募集
委員会
・社会貢献委員会
・学部長

・学生募集には力を入れていて、藍野大学のCMを放送し、電車の中に吊り
広告も設置している。

・コロナ禍で実施していなかった地方入試は、前年度から再開している。ま
た、地方でのオープンキャンパス実施については、学生の皆さんのご協力
が得られるかも含めて、検討をしていく。

・地域の自治会連携は各学科とも実施しているが、学生にも情報発信をさ
らにしていく。学生も一緒に行うことが大切で、授業の中でも地域の方との
関わりが持てたらと思っている。

・学生と教員との話合いの場をもっと設けたいと考えている。

4

■教室環境の改善について

現状・課題
①目の悪い人は不利になる。
②内容が分からない時に質問しにくい。
③冷暖房の調節がしにくい。
④WiFiが繋がりにくい。

改善方法
①モニターを大きくする、スピーカーを増設する、モニター使用時の照明環境
の調整をする。
②manabaにて質疑の回答を履修学生対象に実施している授業があるのた
め、同じように対応する。
③各自の衣服で調節する。
④強力なWiFiを全棟に設置する。

また、自由席にすると私語も目立つため、不公平にならないように指定席に
すると私語が減り、授業中に集中できる。

・情報システム・教育機
器部会
・学部長
・教員

・前年度に全館にWiFiの整備をしている。

・100人以上入る教室で、全員WiFiに接続することは性能上難しい。
できれば、不要な時にはWi-Fiを切り、使用時のみ接続するように協力をお
願いしたい。

・今後、回線の増強は調整して実施していきたいと考えている。

・毎週席順を変えると配付物や提出物回収管理が難しい。

・担当している教員によって、授業内容の形態を考えて席順を調整してい
る。
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5

■教員との個人面談について

看護学科では1年次に教員との面談があったが、2年次では行われていない
ので、教員との距離を近くするためには必要ではないか。
成績の結果だけで面談をするのではなく、普段話ができないことを定期的に
面談出来たら良い。
臨床工学科では、成績が低い人のみ個人面談を行っているが、その対象以
外の学生も聞きたいこと話したいことがあるので、機会を作ってほしい。

・看護学科
・臨床工学科

・本日、看護学科2年担任が不在のため、即答できないが意見を伝える。

・学科会議において検討していく。

6

■授業アンケートについて

アンケートの項目が多く、疲れてやる気が無くなってしまい、正確な回答をし
ていない学生もいるため、項目を少なくすることや授業内の実施を検討して
ほしい。例えば、全部の項目に回答するとキッチンカーの割引券がもらえる
などがあれば、学生のやる気も上がると思う。質問項目は、「どちらでも良
い」というような項目ではなく、「はい」か「いいえ」で答えられるものを希望す
る。また、わかりやすい授業とわかりにくい授業があるため、むらがないよう
にしてもらいたい。

・教学IR室
・副学長

・授業アンケートは、授業時間内で実施することを周知しているが、実施が
難しい授業もあるかもしれない。質問項目を少なくすると統計を取ることが
難しくなる。

・学科の面談の場もあるので、気になっていることは遠慮なく伝えてほし
い。

7

■電子レンジをD棟以外にも設置してほしい。具体的には、様々な学科の学
生が通る学生ホールに設置してほしい。

・事務センター
・大学の改修工事もあったため、学生ホールに設置していたものをMLC2階
に移動して、2台設置している。今後、再び学生ホールにも設置していく。

8

■D棟の更衣室の空調設備を直してほしい。

・事務センター
・8月末に大学の改修工事が終わったため、現在は使える状態である。今
後、古い機器は、徐々に新しい機器に変えていく。

9

■自治会室の空調設備を直してほしい。

・事務センター ・今後、検討していく。

10

■ラーメンの汁を捨てる場所について、現在は学生ホールに設置しているが
MLC1Fにも設置を検討してほしい。

・事務センター ・今後、検討していく。

11

■D棟からMLCまでは距離があるため、再試験手続き期間の延長(18時まで
受付)やD棟にも手続き機器を設置してほしい。

・事務センター
・窓口を延長して開けることは難しいが、再試験当日の17時まで手続きが
可能なため、対応をお願いしたい。

12

■授業の実施時間について、ある授業では前半組（1.4限）、後半組（1.2限）
という時間があり、時間かなり空くため、時間割りを工夫してほしい。

・教員 ・今後、配慮できるようにしていく。


